
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

   

三次市立川地小学校 保健室 

令和７年６月１７日 No.３ 

 川地
かわち

小学校
しょうがっこう

では、先日
せんじつ

プール開
びら

きをしました。元気
げんき

に泳
およ

ぐ楽しそう
たの      

な様子
ようす

が見
み

られ、夏
なつ

の

訪 れ
おとず  

を感
かん

じます。プールは楽
たの

しいけれど、ルールを守
まも

らなかったり、体 調
たいちょう

が良
よ

くないのに

無理
む り

をして入
はい

ったりすると、けがや事故
じ こ

につながります。健康
けんこう

・安全
あんぜん

に気
き

をつけて、みんなで

気持ち
き も  

よく楽しく
たの    

学
がく

習
しゅう

していきましょう。 

熱
ねつ

はないかな？ せきや鼻水
はなみず

は出
で

てないかな？ げりや腹痛
ふくつう

はないかな？ 

目
め

の病気
びょうき

はないかな？ 皮
ひ

ふに病気
びょうき

はないかな？ けがをしていないかな？ 

爪
つめ

を短 く
みじか  

切
き

っているかな？ 朝
あさ

ごはんを食
た

べたかな？ 前
まえ

の日
ひ

はよく眠
ねむ

れたかな？ 

 「メディアコントロール」は、健康
けんこう

に関する
かん   

取組
とりくみ

の中
なか

で、みなさんが最 も
もっと  

苦手
にがて

としている

取組
とりくみ

かもしれませんね。なぜ毎年
まいとし

この取組
とりくみ

をするのか、 考
かんが

えてみましょう。 

 ゲームは楽
たの

しいし、おもしろいし、ついつい夢中
むちゅう

になってしまうものです。友達
ともだち

と遊
あそ

んだり、

一人
ひとり

でじっくり楽
たの

しんだり、気分
きぶん

転換
てんかん

にもなる大切
たいせつ

な時間
じかん

でもあります。 

 でも、気
き

をつけて使
つか

わないとゲームに自分
じぶん

の生活
せいかつ

が振
ふ

り回
まわ

されてしまいます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ゲームだけでなく、動画
どうが

や SNS なども同様
どうよう

です。ついつい夢中
むちゅう

になり、気
き

づけば 1時間
じかん

以上
いじょう

経って
た   

いたという経験
けいけん

があるのではないでしょうか。 

この期間
きかん

は、普段
ふだん

のメディア使用
しよう

時間
じかん

や生活
せいかつ

習 慣
しゅうかん

を見直
みなお

すチャンスです。いつもメディアに

使
つか

っている時間
じかん

を、家族
かぞく

との時間
じかん

や自分
じぶん

のための時間
じかん

に変
か

えてみましょう。 

保護者の皆様へ  ～ スクールカウンセラーの先生より ～ 

 最近では、スマートフォンやゲーム機を使って、簡単にゲームを楽しめる時代になりました。

ゲームは魅力的なので、やりたくなるのは当たり前です。 

近年増加している「ゲーム障害」にならないためには、小学生のうちからゲームと上手に付

き合う練習をしておくことが大切です。 

まずは、お子様が普段どれくらいゲームをしているのか把握することから始めましょう。 

・遊ぶ時間やタイミングを決めておく。 

・やるべきこと（宿題、食事、お風呂など）を優先する。 

・ゲーム以外の楽しみ（運動、読書、遊び）などを見つけられるようサポートする。 

・家族で一緒に“ゲーム以外の楽しい時間”を作る。 

・ルールを守れたときは認めてあげる。 

こうした工夫を通して、ゲームと上手に付き合う力は少しずつ育っていきます。 

気になることがあれば、ご家庭だけで抱え込まず、学校や専門機関に相談してください。 

たとえば・・・ 

○夜
よる

遅
おそ

くまでやりすぎて、朝
あさ

起
お

きられなくなる。 

○ごはんやお風呂
ふ ろ

の時間
じかん

を忘
わす

れてしまう。 

○授 業
じゅぎょう

や宿 題
しゅくだい

、勉 強
べんきょう

に 集 中
しゅうちゅう

できなくなる。 

○家族
かぞく

や友達
ともだち

との会話
かいわ

が減って
へ   

しまう。 

○ゲームをやめるように言
い

われるとイライラしてしまう。 

       

 

 
プライベートゾーンの約束

やくそく

を思
おも

い出
だ

そう！ 

  



 

 

 

  

 

 

 

 

  

先日
せんじつ

の救 急 法
きゅうきゅうほう

講習会
こうしゅうかい

では、多く
おお  

の保護者
ほ ご し ゃ

の方々
かたがた

にご参加
  さんか

いただきました。お忙しい
いそが    

中
なか

お集
  あつ

まりいただきありがとうございました。 

・万が一
まん  いち

事故
じ こ

が発生
はっせい

したとき、この講 習
こうしゅう

を受
う

けたことで少し
すこ  

自信
じしん

がついたので勇気
ゆうき

を出
だ

して

やれる気
き

がしました。 

・実際
じっさい

に 救 急
きゅうきゅう

が必要
ひつよう

な場面
ばめん

に直 面
ちょくめん

したらパニックになると思う
おも  

ので、何度
なんど

でもこういっ

た講 習
こうしゅう

に参加
さんか

していくことが大事
だいじ

だと思
おも

いました。 

・何
なに

も知らない
し    

！で済ます
す   

ことなく、行動
こうどう

できるように心がけて
こころ      

生活
せいかつ

したいと思
おも

いました。 

・知って
し   

いる、知
し

らない、やっている、やらないでは、いざというときに自分
じぶん

が出来
で き

ることや、

心構え
こころがま 

が違う
ちが  

なと改めて
あらた    

確認
かくにん

できました。 

・いざというときのためにもっと実践力
じっせんりょく

、知識
ちしき

をつけていきたいと思
おも

いました。 

・練 習
れんしゅう

でも慌
あわ

ててしまうので、何回
なんかい

かやってみることが大事
だいじ

だなと思
おも

いました。 

・例年
れいねん

は方法
ほうほう

は学 習
がくしゅう

していましたが、なぜするのか、これをするとどうなるのかまでは

考えて
かんが    

いなかったが、今回
こんかい

はよく分
わ

かりました。 

・今
いま

まで以上
いじょう

に学び
まな  

の深い
ふか  

時間
じかん

でした。赤十字
せきじゅうじ

の講 習
こうしゅう

も参加
さんか

してみようと思
おも

います。 

たくさんの感想
かんそう

をありがとうございました。 

「あなたは 119番
ばん

通報
つうほう

を！」「あなたは AEDを！」 

誰
だれ

に何
なに

をお願い
  ね が   

するのかアイコンタクトで確認
かくにん

をします。 

強く
つ よ  

（成人
せいじん

は 5cm、子
こ

どもは胸
むね

の厚
あつ

さの３分
ぶん

の１） 

早く
は や く

（1分間
ぷんかん

に 100～120回
かい

のペース） 

休まず
やす      

に（傷
しょう

病者
びょうしゃ

が動き出す
う ご   だ   

、救急隊
きゅうきゅうたい

に引き継
ひ  つ

ぐまで） 

本校
ほんこう

の AEDはオートショック AEDです。

感電
かんでん

しないように、声掛け
こ え か  

と周囲
し ゅ うい

の確認
かくにん

をし

ます。 

人工
じんこ う

呼吸
こ き ゅ う

は胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

30回
かい

に

対
たい

して 2回
かい

行
おこな

います。 

上手く
う ま  

入らなくて
は い        

も、胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

を中断
ちゅうだん

させてはならないので

2回
かい

までです。 

AEDのパッドを

貼る
は  

位置
い ち

が汗
あせ

や

水分
すいぶん

で濡
ぬ

れていた

ら、タオルで拭き
ふ  

、

皮膚
ひ ふ

にしっかり

密着
みっちゃく

させます。 

普段
ふ だ ん

通り
ど お  

の呼吸
こ き ゅ う

がなければ直ち
た だ  

に胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

をします。死戦期
し せ ん き

呼吸
こ き ゅ う

（しゃくりあげるような苦
く る

しそうな呼吸
こ き ゅ う

）は心
しん

停止
て い し

と判断
はんだん

してください。 

印
しるし

の部分
ぶ ぶ ん

で

圧迫
あっぱく

します。 

救

急

き
ゅ
う
き
ゅ
う

で
す
。
川
地

か

わ

ち

小
学
校

し
ょ
う
が
っ
こ
う

体
育
館

た
い
い
く
か
ん

で
○
年
生

 
 

 

ね
ん
せ
い

男
子

だ

ん

し

が
… 

普段
ふ だ ん

通
どお

りの呼吸
こきゅう

なし！ 

職 員
しょくいん

研 修
けんしゅう

では想定
そうてい

訓練
くんれん

を行
おこな

い、救 急
きゅうきゅう

処置
しょち

の他
ほか

に、児童
じどう

への指示
し じ

、

救 急 車
きゅうきゅうしゃ

の誘導
ゆうどう

、記録
きろく

など、緊 急
きんきゅう

時
じ

に必要
ひつよう

な動き
うご   

を確認
かくにん

しました。 

 


